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本紙の投込みをもって解禁

お問い合せ先 ： 【六日町バイパス事業について】
国土交通省 北陸地方整備局 長岡国道事務所 調査課長 嶋 倉 正 幸

[電話] ０２５８－３６－４５８２ [ＦＡＸ]  ０２５８－３４－３１８６

【余川中道遺跡及び開催場所について】
(財)新潟県埋蔵文化財調査事業団 調査担当 加藤

［電話］ ０９０－４６７１－９５１４ （番号通知設定でおかけ下さい）

ふるさとの ぬくもり伝える 道づくり

長岡国道事務所
〒940-8512  長岡市中沢４－４３０－１
http://www.hrr.mlit.go.jp/chokoku/index.html

余川中道遺跡の現地説明会を行います
～ 国道１７号六日町バイパス 埋蔵文化財調査 ～

１．日 時 ： 平成25年10月5日（土）
1回目 10：00～12：00 （受付終了11：30）
2回目 13：30～15：00 （受付終了14：30）
【各時間帯とも随時受付を行っています。】

２．場 所 ： 南魚沼市余川地内 「余川中道遺跡」
（別紙、「会場位置図」参照）

３．内 容 ： 発掘調査中の遺構の公開及び出土遺物の展示、説明

長岡国道事務所では、国道１７号六日町バイパスの整備を進めています。
六日町バイパスの事業地には余川中道遺跡があることから、工事に先立ち、埋蔵文化財の発掘

調査を行っています。
これまでの調査から、古墳時代中期（約１５００年前）の水田跡であることが判明しており、この度、

現地説明会を開催し、発掘調査現場を公開します。

発掘調査のようす
（古墳時代の水田跡）黄矢印は、当時、土石流が流れた痕



別紙

◇六日町バイパスとは◇
国道17号の南魚沼市街

地における交通混雑の緩
和、死傷事故発生件数の
低減、沿道環境の改善を
目的とした、延長5.1㎞の
道路です。

八海高校

会場位置図

余川中道遺跡

●会場への案内
県立八海高校の西側

緑色のプレハブ
調査事務所が目印です。

調査概要

・調査面積は８００㎡×３層（２，４００㎡）

・遺跡は、扇状地に立地し、標高は約１７７ｍ

・今回の調査区では水田が２面検出され、この間に大規模な土石流災害の発生が判明

水田は、土石流に覆われていたため良好な状態で検出

・古墳時代の弓が出土

・古墳時代頃に当地で発生した地震による噴砂を発見

●雨天の場合
小雨の場合は実施しま

す。
荒天の場合は、スライド解
説、遺物・写真展示のみ
行います。

六日町高校


